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１ はじめに 

 中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説技

術・家庭科編で掲げられている「生活の営みに係

る見方・考え方や技術の見方・考え方を働かせ，

生活や技術に関する実践的・体験的な活動を通し

て，よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築

に向けて，生活を工夫し創造する資質・能力の育

成」を達成するために，本県中学校技術・家庭科

教育研究会では，これまで研究・実践してきた「問

題解決的な学習」を基盤として，カリキュラムデ

ザインの工夫や協働で追究させる場の設定などに

重点を置いて，研究を進めている。 

 

２ 副主題設定の理由 

 「Ｄ 情報の技術」の内容において，新たに設

定された，「ネットワークを利用した双方向性のあ

るコンテンツのプログラミング」と共に，従前か

らの「計測・制御のプログラミング」についても，

生活や社会における問題を解決する手段として取

り扱うこととなった。これまで以上に社会とのつ

ながりを意識した題材を設定し，問題発見力，課

題設定力を高める教材・教具の工夫を行っていく

必要がある。しかし，ＩＣＴ機器の整備状況が市

町村や学校で大きく異なり，効果的な教材が使用

できなかったり，題材が生活や社会と直結させづ

らかったりするなどの問題があった。 

 このような中，離島も多く,免許外教員が増えて

いる本県の現状を鑑み，生活や社会とのつながり

を意識させるような題材の指導計画を工夫し,汎

用化を図るため，本副主題を設定した。 

 

３ 生徒の実態 

  【実施：平成 31 年４月 対象：２年生 49 人】 

 図１から，プログラミングに関する学習行われ

ていない実態があることが分かる。 

 

 

 

図１ 小学校時代のプログラミング経験 

 

 

 

図２ 材料加工における課題意識 

 

 

 

 

図３ 技術の授業の主体性 

 

 

 

 

図４ 技術で身に付けた力を生かせるか 

 

 

 

 

 図５ グループ活動に意義を感じているか 

 図２や図３から，生徒はこれまでの技術分野の

授業において，課題意識をもち，主体的に活動し

てきたと感じていることが分かる。しかし，「課題

意識をあまりもてなかった」生徒が５％，「主体的

だったとあまり思わない」生徒が 19％おり，これ

らの生徒が，「できた」，「とても思う」と答えられ

るように工夫していくことが重要であると考えた。 

 図４から，技術分野の学習はすべての生徒が生

活に生かすことができると感じており，生活や社

会と題材とのつながりを意識させるための素地は

もっているということが分かる。その一方で，具

体的にどんな場面で生かせたことがあるか尋ねた



ところ，具体的な回答ができている生徒は少なか

った。さらに, 図５から，約半数の生徒がグルー

プ活動に意義を感じていないことが分かった。そ

の理由を尋ねたところ，「友達以外の人とは話がで

きない」「わかっている人の自慢話を聞きたくない」

「一斉学習よりも，劣等感を感じやすい」などの

意見が多かった。これは，他教科や生活面でも見

られる本校生徒の特徴でもあると考えられる。そ

こで，多くの生徒が新しく学ぶ計測・制御の学習

だからこそ，協働して追究させる場を設けること

で，これらの課題も解決できると考える。 

これらを踏まえ，より生活や社会とのつながり

を意識させる題材から問題に気付かせ，最適な解

決策を導き出させていく活動を行っていくことが

重要であると考える。 

 

４ 研究の仮説 

 計測・制御の学習において，題材を通した問題

解決的な学習となるカリキュラムデザインを工夫

したり，社会とのつながりを意識させる教材・教

具を工夫したり，最適な解決策を協働して追究さ

せる場を設定したりすれば，学びを生かし合い，

よりよい生活を創造する能力と，実践しようとす

る意欲的な態度が身に付いた生徒を育成できる。 

 

５ 研究の内容 

(1) カリキュラムデザインの工夫 

(2) 問題発見・課題設定力を高める教材・教具の

工夫 

(3) 最適な解決策を協働して追究させる場の設

定 

(4)  工夫し創造する能力を育む指導と評価の工

夫 

  

６ 研究の実際 

(1) カリキュラムデザインの工夫 

① 生徒の主体的な学びを促す問題解決的な学

習を基盤にした指導計画の工夫 

 プログラミングに関して，初めて学ぶ本校の生

徒にとって，まずはプログラミングとはどのよう

なものか興味をもたせ,理解させることが重要で

あると考えた。また，社会とのつながりを意識し

た題材を設定することにより，情報の技術が社会

で果たしている役割や重要性について気付き，学

ぶ意義を感じられるようにした。そのために，生

活の中から問題点を発見し，課題設定を行い，題

材を通した問題解決的な学習が進められるように

した。「プログラムにおける計測・制御」の具体的

な指導計画を表１に示す。 

表１ 計測・制御指導計画 

時間 学習内容 

１ 生活の中にある計測･制御 

２ 計測･制御の仕組み 

３ 情報処理の手順とプログラム 

４ 基本プログラムの制作 

５ 技術開発の視点 

６～７ プログラムの制作 

８ 計測･制御に関する技術の評価･活用 

多くの生徒がプログラミングの経験が浅いこと

から，第 1 時間目では，問題解決的な学習過程の

「問題のほりおこし」の部分を丁寧に行った。プ

ログラムが社会で果たしている役割に気付かせた

り，身のまわりにあるプログラムで動いている物

などを具体的に考えさせたり，知らせたりするこ

とにした。このようにして，プログラムが身近な

存在であることを気付かせ，これからの題材の学

習に興味をもてるようにした。 

 第２時間目では，プログラミングに関する基本

的な知識を身に付けさせることにした。具体的に

は，プログラミング言語の種類やセンサ，コンピ

ュータ，アクチュエータ等の計測・制御システム

の要素とその仕組みについて理解させた。 

 第３時間目では，順次処理，繰り返し処理，分

岐処理について説明し，コロックル（詳細は以下

の項目で説明）を用いて，実際にそれぞれのプロ

グラミングを体験させることにした。ここまでは，

コンピュータや機器のユーザーの視点に立って，

基礎的なプログラミングの学習をすることにした。 

第４時間目以降は，開発者の視点でプログラミ

ングを行わせ，その技術を評価させることにした。 

第３時間目までは，教師が示した課題に対して,

答となるプログラムはほぼ決まっていたが,第４

時間目以降は，「歩行者用信号機を作ろう」「エア

コンのスイッチを入れるタイミングをセンサで判

断しＬＥＤや音で知らせるプログラムを作ろう」

といった,生徒や各班の工夫次第で多様なプログ

ラムを作成できる課題を設定した。第５時間目に



は実際の開発者がどのような視点で，エアコンな

どを開発しているか考えさせた。その上で,先の課

題に対し，工夫・創造しながら最適な解決策を追

究していく活動を行った。 

② 「すっどカード」の活用 

 生徒が意欲をもって主体的に学び続けようとす

るためには，問題を解決するための見通しをもた

なければならない。そこで，学習内容を示した「す

っどカード」（図６）を用いることにした。このこ

とにより，学習を振り返らせ，社会とのつながり

を意識した記述も見られるようになった。 

 

 

 

 

 

 

図６ 「すっどカード」の生徒記入例 

(2) 問題発見・課題設定力を高める教材・教具の

工夫 

 プログラミングを体験させる教材として，本校

では，図７に示す「コロックル」（トップマン社製） 

を用いることにした。その理由として以下の点等

が挙げられる。 

①  フローチャートの記号をドラッグして，矢印

でつなげていくという簡単な操作により，プロ

グラミングの基礎・基本を押さえやすい。 

② センサとして，押しボタンの他，温度センサ，

時間センサ，光センサ，音センサがあり，生活

の様々な場面を想定した課題を設定しやすい。 

③  アクチュエータは,ＬＥＤとスピーカがある。

ＬＥＤは赤，緑，青の光の三原色を組み合わせ

て，様々な色を表現することができ，社会との

つながりを意識した題材を設定しやすい。  

④ 本ソフトウェアは，動作が軽く，インストー

ルが不要であり，ＰＣ環境等に影響を受けずに

動作する。  

このような特長をもつ「コロックル」を用いて，

表１に示した題材の学習を行うことにした。 

第３時間目，「情報処理の手順とプログラム」の

時間に，センサやアクチュエータについて，実際

に「コロックル」でプログラミングをし，動作を

させることによって，理解させ，これからの学習

で応用していく意欲を喚起することができた。 

 

 

 

 

 

 

  図７ 

  コロックル本体(上)と 

  プログラミング画面（右） 

第４時間目の「基本プログラムの制作」では，「コ

ロックル」の扱い方に慣れてきた生徒に，課題を

与え，２～３人組のグループで解決させるように

した。具体的には, ６⑶で述べるが，信号機のプ

ログラム等を一定の条件の下で作らせた。プログ

ラミングを行いながら,情報の技術が社会に果た

している役割について,改めて実感できたようで

ある。 

その上で,第５時間目の「技術開発の視点」では，

開発者の視点に立って，技術を評価し，出てきた

課題の解決方法を検討する授業を行う。具体的に

はエアコンを取上げ，現在のエアコンの問題点と

その解決策を考えさせながら，エアコンに込めら

れた工夫等にも気付かせることにした。 

それを基に，第６時間目と第７時間目はエアコ

ン（特に冷房）の技術について，節電と体調管理

の面等から多面的に技術を評価し，「コロックル」

の温度センサを用いて，一定の温度を超えるとＬ

ＥＤの色が変わるプログラムを作成し，教室に設

置されるエアコンを付けるか，付けないかの判断

材料にすることにした。これらの活動を通して，

技術の見方・考え方を働かせ，計測・制御システ

ムの問題点を発見し，自然環境の保全に果たして

いる役割等について考えつつ，様々な視点から解

決する力を育成することにもつながったと考える。 

(3) 最適な解決策を協働して追究させる場の設

定   

表１の第４時間目，「基本プログラムの制作」で

は，「コロックル」の基本的な扱い方が慣れてきた

生徒に教師側から課題を設定し，２～３人のグル

ープで取り組ませた。その一例を以下に示す。 

 課 題 歩行者用信号機を作ろう。 

 条件１ 赤５秒，青４秒，青点滅を無限に繰り

返す。 

条件２ 色合いと点滅のタイミングは実際の



信号にできるだけ近いものにすること。 

これは，基本的な課題を解決した後のこの時間

の最終課題である。この課題を解決するため，歩

行者用信号について調べ，より実際の信号に近い

ものにするために，各グループ協力して課題に取

り組んでいた。点滅させる際に「ウエイト」の命

令を用いるか用いないか等この課題でも，各班の

独自性を発揮しながら取り組んでいた。 

 班の中の一部の生徒だけが中心となって活動す

ることがないように，たたき台となるプログラム

は全員に作成させ，その中から班のベースとなる

プログラムを選び，協働してさらに完成度の高い

プログラムに発展させた。全員が一度は課題解決

のためのプログラムを作成しているため，誰もが

根拠をもって意見を述べつつ，協働し，よりよい

活動を行うことができた。 

プログラム完成後は，班の代表者による発表を

行った。発表を行う際は，プログラムを転送ソフ

トで全ての生徒の画面に表示し，工夫した点，現

時点での課題などを説明しながら，「コロックル」

を動作させた。（図８） 

 

 

 

 

 

 

 

図８ 協働で課題解決に取り組む生徒（左） 

     と発表する生徒（右） 

 

(4) 工夫し創造する能力を育む指導と評価の工

夫 

課題に対して最適な解決策を追究する場合，課

題に対して，生徒がどのように思考・判断・表現

するかを見取るために，表２に示すような「判断

の要素」等を明記した具体的な評価規準を事前に

設定することにした。このことにより，評価場面

や対象が明確になり，生徒の思考の状況を適切に

見取ることができる。また，教師側も，指導すべ

き内容が明確になり，おおむね満足できるレベル

に達していない生徒への補充指導も具体的に行え

るなど適切な指導と評価ができると考える。 

 

表２ 計測・制御での，思考・判断・表現 

における評価の「判断の要素」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 研究のまとめ 

(1) 成果 

○ 問題解決的な題材指導計画にし，工夫し創造

する能力を高める評価規準を設定したことによ

り，題材を通した問題解決的な学習を行うこと

ができた。 

○ 「すっどカード」の活用により，生徒は見通

しをもって授業に臨めるようになった。また，

生徒自身が学習を振り返り，社会とのつながり

を意識し，学びを生かそうする態度が見られた。  

○ 社会とのつながりを意識させる教材・教具を

用いたことにより，生徒は生活や社会の中から

問題を見つけ，解決する力を付けることができ

た。 

○ 最適な解決策を協働で追究させる場を設定し

たことで，生徒は協力しながら，主体的に学び

を生かし合おうとする姿が見られた。 

(2) 課題 

○ 計測・制御に関して，生活の課題を自分たち

のこととして解決できるか，見取り，結果を検

証していくとともに，評価について，さらに研

修を深めていく必要がある。                                                                                                                                                                                                                                                                 


